
　
安
倍
首
相
は
、
自
公
政
権

が
３
分
の
２
の
議
席
を
維
持

し
た
こ
と
で
、
憲
法
９
条
を

よ
り
強
硬
に
改
悪
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
改
憲
発
議
を
さ

せ
な
い
た
め
に
、
改
憲
反
対

の
共
同
を
さ
ら
に
広
げ
、
改

憲
策
動
に
終
止
符
を
う
つ
た

め
に
、
す
べ
て
の
組
織
と
組

合
員
の
力
を
結
集
し
て
た
た

か
い
を
す
す
め
る
。

　
労
働
者
に
不
安
定
な
雇
用

と
長
時
間
労
働
を
押
し
付
け
、

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
よ

う
と
す
る
安
倍
「
働
き
方
改

悪
」
。
20
年
後
に
は
正
社
員

ゼ
ロ
、
労
働
法
で
守
ら
れ
な

い
働
き
方
を
一
般
化
し
よ
う

と
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
危

険
き
わ
ま
り
な
い
。

　
広
範
な
勤
労
国
民
の
生
活

と
権
利
を
守
り
、
賃
上
げ
・

底
上
げ
要
求
の
実
現
、
国
民

要
求
の
実
現
を
求
め
て
た
た

か
っ
て
き
た
国
民
春
闘
の
歴

史
に
確
信
を
持
ち
、
そ
の
役

割
を
発
揮
す
る
立
場
で
、
あ

き
ら
め
ず
、
や
る
べ
き
こ
と

を
や
り
き
り
、
賃
上
げ
・
底

上
げ
を
か
ち
と
る
。
怒
り
を

も
っ
て
立
ち
上
が
り
、
要
求

実
現
め
ざ
し
て
奮
闘
す
る
。
　
消
費
不
況
、
人
員
不
足
の

も
と
で
労
働
者
の
賃
上
げ
が

切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
職
場
で
要
求
書

を
提
出
し
、
情
勢
の
変
化
を

と
ら
え
て
、
全
組
合
員
の
力

を
集
中
し
て
職
場
か
ら
取
り

組
め
ば
、
賃
上
げ
が
獲
得
で

き
る
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
８
時
間
普
通
に
働
け

ば
、
人
間
ら
し
い
生
活
が
で

き
て
こ
そ
ま
と
も
な
賃
金
で

　
富
裕
層
と
貧
困
層
の
格
差
、

正
規
と
非
正
規
の
格
差
、
男

女
間
の
格
差
、
都
市
と
地
方

の
格
差
な
ど
を
是
正
し
、
す

べ
て
の
労
働
者
が
等
し
く
人

間
ら
し
く
働
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。

　
社
会
保
障
の
大
改
悪
に
反

対
し
、
消
費
税
の
10
％
増
税

を
や
め
さ
せ
、
大
企
業
に
労

働
分
配
率
の
引
き
上
げ
を
求

め
、
内
部
留
保
を
賃
金
や
雇

　
職
場
に
労
働
組
合
が
見
え

る
活
動
な
ど
職
場
活
動
を
強

化
す
る
。
新
規
採
用
者
を
は

じ
め
、
未
加
入
者
へ
の
加
入

拡
大
運
動
を
推
進
す
る
。
す

べ
て
の
加
盟
組
合
が
純
増
を

実
現
す
る
。

　
各
加
盟
組
織
は
、
統
一
要

求
基
準
を
踏
ま
え
て
、
自
ら

の
産
業
や
地
域
の
く
ら
し
の

厳
し
さ
や
他
産
業
と
の
賃
金

格
差
、
仕
事
内
容
や
人
手
不

足
の
実
態
な
ど
を
勘
案
し
て
、

働
き
続
け
ら
れ
る
大
幅
賃
上

げ・底
上
げ
を
実
現
す
る
「
賃

金
要
求
」
を
確
立
し
、
２
月

末
ま
で
の
要
求
提
出
を
徹
底

的
に
強
め
る
。

　
と
く
に
、
底
上
げ
・
均
等

待
遇
の
課
題
を
重
視
し
、
企

業
内
最
賃
協
定
の
改
定
と
、

獲
得
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
格
差
是
正
、
初
任
給
・
若

年
層
の
賃
上
げ
で
全
体
的
な

底
上
げ
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
最
賃
闘
争
と
連
動
し

て
、
職
場
・
地
域
か
ら
時
給

１
０
０
０
円
未
満
の
人
を
な

く
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
を

展
開
す
る
。

あ
り
、
そ
う
し
て
こ
そ
経
済

も
地
域
も
う
ま
く
回
る
」
と

い
う
太
い
合
意
を
つ
く
り
あ

げ
る
。
「
最
低
生
計
費
試
算

調
査
」
の
最
低
生
計
費
は
全

国
ど
こ
で
も
年
収
２
７
０
万

円
以
上
と
い
う
結
果
を
活
用

し
、
「
全
国
一
律
最
賃
制
の

確
立
」
と
「
時
間
額
は
早

期
に
１
０
０
０
円
以
上
に
、

そ
し
て
１
５
０
０
円
を
め
ざ

す
」
と
い
う
制
度
と
水
準

の
理
解
を
さ
ら
に
広
め
、
人

手
不
足
の
深
刻
化
を
踏
ま
え

て
、
産
業
・
職
種
別
の
政
策

化
を
強
め
な
が
ら
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
運
動
を
展
開
す
る
。

大
幅
賃
上
げ
と

長
時
間
労
働
の
改
善
を

2018年
国民春闘 安倍9条改憲・労働法制改悪　ＮＯ！

賃上げと安定雇用で地域活性化！

スローガン

統
一
要
求

18
春
闘
4
つ
の
重
点

1
誰
も
が
8
時
間
働
け
ば

人
間
ら
し
い
く
ら
し
が

実
現
す
る
春
闘
に
！

3
安
倍
9
条
改
憲
に
終
止
符
を
打
ち
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
か
ら
転
換
し
、

平
和
で
核
兵
器
の
な
い

世
界
つ
く
る
春
闘
に
！

2
格
差
を
是
正
す
る

春
闘
に
！

4
す
べ
て
の
参
加
組
合
が

純
増
を
実
現
す
る

春
闘
に
！

　
安
倍
首
相
の
「
９
条
改

憲
」
の
野
望
が
具
体
化
し
、

改
憲
策
動
と
戦
争
す
る
国
づ

く
り
を
め
ぐ
る
攻
防
が
激
化

す
る
も
と
で
、
引
き
続
き
中

央
・
地
方
で
の
共
同
を
強
め

る
。
安
倍
９
条
改
憲
に
反
対

し
、
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

の
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
」

用
・
社
会
保
障
な
ど
社
会
的

に
還
元
さ
せ
る
と
と
も
に
、

税
負
担
の
公
平
化
な
ど
応
能

負
担
を
要
求
す
る
。
中
小
企

３
０
０
０
万
人
署
名
を
広
げ
、

職
場
か
ら
憲
法
を
語
る
人
を

つ
く
り
、
改
憲
策
動
と
戦
争

す
る
国
づ
く
り
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
た
め
に
、
学
習
を
力

に
地
域
で
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
網
の
目
デ
モ
、
署
名
行

動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

む
。

業
を
支
援
し
、
大
企
業
の
横

暴
を
や
め
さ
せ
る
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
る
貧
困
と
格
差

を
な
く
し
て
い
く
。

月額20,000円以上、時間額150円以上賃上げ
 要求（案）

 すべての働く人々の賃金底上げを実現し、
時給1,000円未満をなくす

底上げ
要求（案）

 時間額1,000円以上、日額8,000円以上、
月額170,000円以上

最低賃金
要求（案）

 時間外労働の上限は、週15時間、
月45時間、年360時間までとする

時間外
労働

 勤務時間インターバルは24時間のうち
11時間以上とする

インター
バル規制

月1回15日発行

1989年11月14日第三種郵便物認可
http://www.zenroren.gr.jp

2017年12月25日

（定価）１カ月 100円（月1回、送料含む）年間 1,200円（申込みは1年前納） 
  ※組合員の購読料は組合費に含む【送金先】郵便振替00170－4－415770

〒113-8462　東京都文京区湯島2-4-4 全労連会館4階 
　03-5842-5611　FAX.03-5842-5620

2018年国民春闘号外
すべての仲

間の

参加がカギ
！

職場で、地域で50万人の総決起を！

要求を掲げ、あきらめず、粘り強いたたかいスタート！

3・15全国統一行動 統一回答日
の翌日



３
２

20
17
年
12
月
25
日

（
毎
月
15
日
発
行
　
第
3
種
郵
便
物
認
可
）
20
18
年
国
民
春
闘
号
外

万が一のための助けあい制度身近なことから学習しよう

YES

　労働組合は「みんなで幸せになるための組織」です。
一人で悩んでいないで、みんなの願いを話しあって、 「要
求書」にまとめ、会社に要求しましょう。黙っていたら何も
すすみません。まず声を上げることからスタートしましょう。

よりよい仕事・くらしをめざして
仲間と一緒に変えていきたい

NO

　忙しいのに成果・業績を競わせられ、社内がギスギ
スしていませんか？　よい仕事、安心生活のためには仲
間の助けあいが必要です。「全労連共済」も活用して、
明日の安心を手に入れましょう。

「人間らしい働き方」について
みんなで考えてみましょう！

日々のくらしなどで
我慢していることはありますか？

YES
NO

　競争社会を生き抜いて、みんなの上に立ちたいと思い
ますか？　上昇志向も大切ですが、仲間を蹴落としてで
も“上”に行きたいですか？

“仲間”より自分を第一に考えて
“上”に行きたいですか？

　結婚、出産、子育て、住まい、教育費、医療・介護、
年金、老後、どれもお金がかかります。平和、環境などあ
なたの明日のくらしに不安はありませんか？

将来に不安は
ありませんか？

YES YES
YES

不満に思うことは
（ひとつでもあればYESへ） YESNONO

NO

　日々のくらしは楽しいですか？　趣味を満喫しています
か？　家にいると仕事への意欲が復活しますか？　睡眠
は十分に取れていますか？ 

あなたは今のくらしにも
満足してますか？

❶十分な賃金
　労働条件
　職場が近い

❷好きな仕事だから
　働き甲斐がある
　職場の雰囲気

仕事のどこに
満足していますか？

NO ● YES

2018年
国民春闘

　2018年国民春闘が始まります。大幅賃上げ・底上げ、労
働条件の改善など、働く仲間の願いを前進させるチャンスです。
　労働組合は、仲間の団結の力で働き方とくらしを改善し、
人間らしく豊かにくらすことをめざし、「みんなで幸せになるた
めの組織」です。あなたの力を貸してください。
★ 「はい」ならば→YES　「いいえ」ならば→NO へすすむ

　働き甲斐はありますか？　賃金や労働条件には満足し
ていますか？　話しあえる仲間はいますか？　ずっと働き
続けたいと思いますか？　仕事は楽しいですか？

あなたは今の仕事や
働き方に満足ですか？

●

❷

❶YES

★「はい」ならば→YES 「いいえ」ならば→NO へすすむ

あなたは今の仕事や
スタート

● 労働時間が長い　　  ● 賃金が安い
● 働き甲斐がない　　   ● 労働条件が悪い
● ハラスメント　　　　  ● 人間関係が悪い
● 正当に評価されない　● 通勤時間がかかる

● 睡眠時間の確保　● 食事を減らしている
● スポーツなど　 　● 友人との付き合い
● 家族との時間　 　● 趣味をあきらめた
● 冠婚葬祭へ出席　● ショッピング

● 春闘って何？　 ● 生計費原則って何？
● アベノミクス　 ● 「働き方改革」って？
● 最低賃金とは　● 憲法はどうなるの

労働組合が見える春闘労働組合が見える春闘

カベ新聞としてもお使いください

　東映アニメーションには正社員の労働組合
員はいませんが、会社に常駐する個人事業
主の労働者たちが、東映動画労組に結集し
て長年にわたって会社と対峙してきました。
そしてついに、個人請負契約を解消し、雇用
契約を正式に結ぶことになりました。

　旭川地区労連が8月に開催した ｢無期転換あさひかわ市民講座｣ 。1年
更新で8年間勤めてきましたが、今春、｢次回は更新しない｣ と提示されま
した。｢断れば雇用が打ち切られる｣ とサインしましたがあきらめきれず、
市民講座に参加。労働組合の交渉力で勤務先は雇用継続を約束。雇い止
めを撤回させました。 　日本郵政で働く期間雇用社員（非正規）の原

告3人が、正社員との差別的な取り扱いに異議を
申し立てました。9月14日の東京地裁判決は、年
末年始勤務手当、住居手当の支給、あわせて夏季・
冬季の休暇、有給の病気休暇を取得させないこと
は、不法行為と断罪しました。

P

　「全労連共済」は、仲間の助けあいで安心をつく
る共済制度で、組合員は誰でも利用できます。営利
目的ではないため、安い掛け金で大きな安心が得ら
れます。

　「８時間働いて、８時間は睡眠、あとの時間は自分のために」……これが８時
間労働の理念です。また「残業なしではくらせない賃金」でも困ります。労働
組合に入って、元気に働き続けられる働き方をめざします。

みんなでつくろう！
「８時間働けば人間らしくくらせる社会」を！

P

映
演
労
連
産
別
ス
ト
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
る

東
映
動
画
労
組
の
組
合
員

無
期
転
換
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン ｢

市
民
講
座｣

東
京
地
裁
前
で
勝
利
を
喜
ぶ
仲
間

東映動画労組

郵政産業ユニオン

道労連

非
正
規
差
別
は
違
法

︵
労
働
契
約
法
20
条
裁
判
︶

あ
き
ら
め
ず

雇
い
止
め
撤
回

雇
用
契
約
締
結

勝
ち
取
っ
た

闘が始まります。大幅賃上げ・底上げ、労
働条件の改善など、働く仲間の願いを前進させるチャンスです。
　労働組合は、仲間の団結の力で働き方とくらしを改善し、
人間らしく豊かにくらすことをめざし、「みんなで幸せになるた

 へすすむ

NO

好きな仕事だから
　働き甲斐がある
　職場の雰囲気

❷❷●❷●●❷●

 友人との付き合い
 趣味をあきらめた

身近なことから学習しよう

みんなの願いを話しあって、「要
会社に要求しましょう。黙っていたら何も

すすみません。まず声を上げることからスタートしましょう。

　忙しいのに成果・業績を競わせられ、社内がギスギ
スしていませんか？　よい仕事、安心生活のためには仲
間の助けあいが必要です。「全労連共済」も活用して、
明日の安心を手に入れましょう。



安倍9条改憲
労働法制改悪

止める

1月    5日　新春統一行動・全国一斉新春宣伝行動
12日　春闘共闘・単産・地方代表者会議
17日　18国民春闘宣言行動、経団連前行動など
21日　中小企業シンポジウム
24・25日　評議員会
30日　国民春闘決起集会  （杉並公会堂）

2月 2月を「地域総行動月間」として、対話・懇談運動や自治
体要請、国会議員要請、署名の推進などを一体的に推進する
2月中の春闘要求書の提出を強める

3月    7日　18国民春闘勝利中央決起集会・中央行動
13日　重税反対行動
14日　集中回答日
15日　回答集中日翌日全国統一行動

4月 交渉集中のゾーン配置と、最賃など全国いっせい統一行動
15日　最賃・ディーセントワークデー行動
21日　最賃シンポジウム

5月   1日　第89回メーデー
三大課題・悪法阻止を掲げた中央行動・国会行動、「憲
法闘争月間」（～6月）、5・3憲法集会

6月 最賃デー・座り込み行動の配置と、最賃を軸にした行動
強化ゾーン

7月 最賃・公務賃金改善を軸にした中央行動
（日比谷野音集会）

職
場
で
地
域
で
共
同
を
さ
ら
に
大
き
く

　
「
朝
鮮
半
島
で
戦
争
を
起

こ
さ
な
い
で
！
」
。
多
く
の

人
の
願
い
だ
。
い
ま
、
世
界

中
が
北
朝
鮮
と
米
国
の
対
話

に
よ
る
平
和
的
解
決
を
求
め

て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
安
倍
首
相
は

「
対
話
に
意
味
が
な
い
」
と

く
り
返
し
、
「
９
条
改
憲
」

を
狙
っ
て
い
る
。
「
海
外
で

戦
争
す
る
自
衛
隊
」
を
９
条

に
書
き
加
え
て
、
「
二
度
と

戦
争
し
な
い
」
「
戦
力
を
持

た
な
い
」
と
決
め
た
９
条
１

項
・
２
項
に
上
書
き
し
て
、

実
質
的
に
９
条
を
消
去
し
て

し
ま
お
う
と
い
う
の
だ
。

　
９
条
の
歯
止
め
を
な
く
し

て
、
海
外
で
無
制
限
に
武
力

行
使
す
る
「
戦
争
す
る
国
」

に
ま
っ
し
ぐ
ら
。
武
器
購
入

の
た
め
に
軍
事
費
を
増
や
す

一
方
、
福
祉
や
教
育
予
算
は

バ
ッ
サ
リ
削
減
。そ
ん
な
「
戦

争
す
る
国
」
は
ゴ
メ
ン
だ
。

　
「
３
０
０
０
万
人
署
名
」

で
改
憲
発
議
を
止
め
よ
う
。

　
国
会
に
、
労
働
時
間
、
均

等
・
均
衡
待
遇
、
雇
用
対
策

の
根
幹
に
関
わ
る
８
本
も
の

法
案
を
一
括
し
た
「
働
き
方

改
革
推
進
関
連
法
案
」
が

上
程
さ
れ
る
。
労
働
者
向
け

の
言
葉
で
飾
ら
れ
た
法
案
だ

が
、
実
は
私
た
ち
の
働
か
せ

方
を
改
悪
す
る
猛
毒
が
仕
込

ま
れ
て
い
る
。

過
労
死
の
促
進

　
猛
毒
の
第
一
は
「
残
業
代

ゼ
ロ
で
働
か
せ
放
題
」
の
合

法
化
だ
。
勤
続
３
年
以
上
の

労
働
者
に
対
し
「
み
な
し
労

働
時
間
」
を
適
用
、
残
業

規
制
を
骨
抜
き
に
し
、
長
時

間
の
不
払
い
労
働
を
横
行
さ

せ
る
「
企
画
業
務
型
裁
量

労
働
制
」
を
拡
大
す
る
。
さ

ら
に
管
理
職
で
も
な
い
労
働

者
に
対
し
、
年
収
や
本
人
同

意
等
を
要
件
と
し
て
、
労
働

時
間
規
制
を
す
べ
て
適
用
除

外
す
る
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
の
創
設
も

狙
わ
れ
て
い
る
。

　
労
働
基
準
法
に
導
入
す
る

初
の
上
限
規
制
の
内
容
も
ひ

ど
い
。
単
月
で
１
０
０
時
間

未
満
、
休
日
労
働
も
含
め
る

と
12
カ
月
連
続
80
時
間
・
1

年
９
６
０
時
間
と
い
う
過
労

死
残
業
を
合
法
と
す
る
。
し

か
も
、
長
時
間
労
働
の
著
し

い
研
究
開
発
職
は
適
用
除

外
。
運
輸
・
建
設
労
働
者
や

性
が
正
社
員
と
同
じ
で
な
け

れ
ば
、
均
等
待
遇
を
適
用
し

な
く
て
よ
い
と
す
る
規
定
。

つ
ま
り
同
一
労
働
で
も
待
遇

差
別
を
容
認
す
る
法
案
だ
。

生
産
性
向
上
第
一
！

非
雇
用
型
労
働
も
普
及

　
雇
用
の
安
定
や
職
業
訓
練

を
軸
に
し
て
き
た
国
の
雇
用

対
策
も
見
直
す
。
今
後
の
国

の
労
働
施
策
の
目
的
は
「
生

産
性
向
上
」
に
お
か
れ
、
そ

の
た
め
に
究
極
の
非
正
規
で

あ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
も
含
め

た
「
多
様
な
就
業
形
態
の
普

及
」
を
は
か
る
。
そ
の
た
め

に
、
法
改
正
に
関
わ
ら
な
い

部
分
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
副

業
・
兼
業
の
促
進
も
着
々
と

す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
大
企

業
と
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
益

最
大
化
の
た
め
、
労
働
法
の

事
実
上
の
死
文
化
と
、
職
業

安
定
行
政
の
解
体
を
す
す
め

よ
う
と
し
て
い
る
。

労
働
法
制
改
悪
を

知
ら
せ
よ
う
！

　
安
倍
「
働
き
方
改
革
」

の
危
険
な
狙
い
を
阻
止
し
、

本
物
の
改
革
を
行
わ
せ
る
た

め
に
「
過
労
死
と
職
場
に
お

け
る
差
別
の
根
絶
を
求
め
る

国
会
請
願
署
名
」
を
広
げ
よ

う
。
だ
れ
も
が
８
時
間
働
い

た
ら
帰
る
、
く
ら
せ
る
賃
金・

労
働
条
件
を
確
立
し
よ
う
！

医
師
は
5
年
間
適
用
猶
予

だ
。同

一
労
働
で
も

差
別
賃
金
Ｏ
Ｋ

　
あ
れ
ほ
ど
宣
伝
さ
れ
た

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の

言
葉
は
法
案
に
は
な
い
。
あ

る
の
は
、
パ
ー
ト
や
有
期
、

派
遣
労
働
者
が
正
社
員
と
同

じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
雇

用
の
全
期
間
に
お
い
て
、
職

務
内
容
や
配
置
転
換
の
可
能

安
倍
9
条
改
憲
は
ノ
ー

平
和
で
こ
そ
生
活
は
守
ら
れ
る

労
働
法
制
改
悪
許
さ
な
い

人
間
ら
し
く
働
き
続
け
ら
れ
る

ル
ー
ル
に
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